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思いやりと交流で創る　新生文化都市
SHIMOTSUKE-CITY

自治医科大学地域医療学センター
事業責任者：中　村　好　一
　　　　　（公衆衛生学部門教授）

JMSⅡコホート研究JMSⅡコホート研究
自治医科大学多地域研究ネットワーク推進事業

　近頃地域医療のことが何かと話題になるこ
とが多く、地域医療に従事する医師を育てる大
学としてますます責任の大きさを痛感しており
ます。
　健康で長生きをすることは万人の願いです。
生活習慣によって起こる高血圧、糖尿病、メタ
ボリックシンドロームなどの病気は、たとえ症
状がなくとも脳卒中や心筋梗塞といった病気
の危険因子となるとされています。食べ過ぎや
運動不足などが生活習慣病の原因となります
が、それ以外にも喫煙、飲酒、ストレスや睡眠
不足など多くの生活習慣が関係していると考え
られています。どんな人が脳卒中や心筋梗塞に
なりやすいかなどを調べる方法として、健康な
うちにデータを取っておいて、何年も追跡調査
をし、病気になった人とならなかった人との間
での違いを検討する方法をコホート研究と呼び
ます。
　地域医療を実践するに当たり、その地域の
健康状況を把握し、検討することは重要です。
自治医科大学では、全国で卒業生が活躍して
おり、そのネットワークを生かして、平成4年度
から17年度まで前身であるJMSコホート研究を
行い、血圧の上昇やストレスなどが脳卒中や心
筋梗塞の危険因子であることなどを報告してい

ます。さらに、平成15年度から５年間にわたって
21世紀COEプログラム大規模地域ゲノムバンク
推進事業を行いました。今回、その事業を引き継
ぎ、平成21年度より「自治医科大学多地域研究ネ
ットワーク推進事業」が開始され、その中で第2
弾としてJMSⅡコホート研究を行うことになりま
した。JMSⅡコホート研究は、健診を通して住民
の方の健康状態を把握し、その後、脳卒中や心
筋梗塞の発症などについて10年間追跡調査を行
う研究で、全国の市町村によびかけて約10,000
人の参加者を募る予定です。アンケートで確認す
る生活習慣に加えて、血液や尿検査、さらに、遺
伝の要素を加味しながら検討することを計画し
ています。また、今、話題になっているソーシャル
キャピタル（いわゆる地域力）なども調査する予
定です。
　自治医科大学のある下野市でも市のご協力を
得て、平成22年度の健診においてJMSⅡコホート
研究のベース調査を行うことになりました。つき
ましては、健診時に追加の調査などがございます
が、この調査研究にご理解をいただき、ご協力を
いただきますようよろしくお願いいたします。

研究事務局：自治医科大学地域医療学センター　准教授　石川鎮清
〒329-0498　下野市薬師寺3311-1　　　58-7394

（参加協力のお願い）
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　平和な日々を過ごすことは、私たちの共通の願い
です。
　日本の経済発展とともに、いまの本市の繁栄は、
平和がもたらしたものであるといっても過言ではあ
りません。
　下野市は、平成１８年、核兵器のない世界を強く
訴え、永久の非核平和都市であることを宣言してい
ます。
　また、平成２０年、あらゆる国から核兵器をなく

　児童が協力しながら花を育てることによって、やさしい思いやりの心を体得するこ
とや人権思想を育み、情操をより豊かなものにすることを目的に人権の花運動を毎
年実施しています。
　今年度は石橋小学校、国分寺東小学校、緑小学校にマリーゴールドやベコニアの
苗が贈呈されました。人権擁護委員より「花を育てると同時に思いやりの心を育て
てほしい。」とあいさつがあり、花の苗を受け取った児童からは「大事に育てます。」
とのお礼の言葉がありました。
　一人ひとりの思いやりが明るく差別のない社会を築き
ます。人権について家庭の中で話し合ってみましょう。

すため、日本国内はもとより海外の都市とも手を
取り合う平和市長会議に加盟しています。
　平和を願ってやまない今も、この地球上では戦
争や紛争が繰り返され、世界平和と人類の生存に
大きな脅威をもたらしています。
　戦後６５年後の今年、核兵器のない平和な世
界を子供たちに継承していくため、私たち一人ひ
とりが、平和の大切さについて考えてみましょう。
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問い合わせ先 下野市社会福祉協議会（本所）
　  43-1236 問い合わせ先 総務課 　 40-5551
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出店団体募集

●募集期間　　9月30日（木）まで
●応募資格　　下野市内在住、または在勤・在学の方
　　　　　　　（1人1点のご応募）
●サ イ ズ　　Ａ４または四つ切サイズ
●発　　表　　「第４回しもつけふくしフェスタ」内
　　　　　　　で表彰
●表　　彰　　最優秀賞（１点）・優秀賞（２点）・
　　　　　　　他、会長賞、ふれ愛賞など多数入賞
　　　　　　　を予定。なお、応募者全員に、参加
　　　　　　　賞を贈呈します。
●申し込み　　社会福祉協議会本所・支所の窓口に
　　　　　　　備え付けの募集要項をお読みのうえ、
　　　　　　　応募票を添えてお申し込みください。

   「家族・仲間とのふれあいの瞬間」をテーマとして、
作品を募集します。身近な人との温かいコミュニケー
ションの瞬間を捉えて応募してみませんか！

●日　　時　　11月28日（日）午前10時～午後3時
●会　　場　　国分寺公民館駐車場　特設会場
●出店種目　　①物品販売　②食品販売　③その他
●募集店数　　先着15店
●対象団体　　①社会福祉協議会関連団体
　　　　　　　②過去に出店実績のある団体
　　　　　　　③その他、下野市民で構成し出店を
　　　　　　　希望する団体
●出 店 料　　無料
　　　　　　　（チャリティとして社会福祉協議会へ売
　　　　　　　り上げの一部のご寄付をお願いします）
●申し込み　　社会福祉協議会本所・支所の窓口に備
　　　　　　　え付けの「出店希望届」にご記入のう
　　　　　　　え、提出してください。
●申込期限　　8月31日（火）必着

　しもつけふくしフェスタでの「チャリティ模擬店」出
店団体を募集します。軽食販売やＰＲコーナー、バザ
ーなどで一緒にフェスタを盛り上げましょう。

宇都宮地方法務局長表彰
曽根　洋子 氏（左）

栃木県人権擁護委員連合会長表彰
海老原　冨美男 氏（右）

　6月25日（金）に開催されました「栃木県人権擁護委員連合会総会」において、
人権擁護委員の海老原冨美男氏と曽根洋子氏が人権擁護と人権思想の普及･高揚に
努められ、その功績が認められて表彰されました。
　人権擁護委員は、日頃地域の皆さんの中にあって、人権思想を広め、人権侵害が
起きないよう、相談事業を中心に積極的な活動を行っています。
　また、毎月第１～３週の月曜日、火曜日、金曜日にそれぞれ、きらら館、ゆうゆう
館、ふれあい館にて午後１時３０分～午後３時３０分まで常設相談を行っています。　
気軽にご相談ください。なお、電話での相談も可能です。


